
い っ し ゃ ふた

等を検討する資料としての荷物実絞調査を国鉄で隔年 1 問実施

しているが，この調査による輸送距離は前表のとおりである。

なお， 旅客の 1 人平均乗車キロ，貨物の 1 t 平均輸送キロ等は

年間交通じて算出されているが， 手小荷物の H周平均輸送キロ

は臨時の調査以外は常時算出されていない。(太田 寿)

いっし 伊 ふたくちあっかい 1 車 2 口扱 この制度は，ひっ

迫せる小形貨車の需給関係を緩和するためとくにとられた臨時

的措置で， 昭和 27 ・ 12 日本国有鉄道公示第 409 号で定められた

L 15 ト γ積貨車の特殊取扱方1 による取扱をこのように呼んで

いる。

事扱貨物は原則として l 事に 1 口の貨物しか積載できないこ

とになっているが， この取扱をする貨物については， 15 t ffl貨

車 l 車に異なる 2 口の車扱貨物を同時に僚ílilt し運送することが

でき，これにはつぎのような条件が付されている。

l 適用品目 (1) 2 口の貨物は，貨物等級表上滅ト γの定

めのないものまたは 2 仁l 共滅ト γ数を同じくするものにかぎる。

なお，危険品(火薬類を除く)にあ っ ては同一品名のものにか

ぎる。 (2) 2 口の貨物は，それぞれ荷造が均一で重置がおおむ

ね平均し，突重量の ~1:定が容易なものにかき.る。ただし特極品，

火薬類，小口 I民放貨物， 容探を用いない家畜およびバラ僚とな

るものはこの条件に合わなくともよい。

2 着駅の制限 (1) 1 駅発で l 駅着または 2 駅斎のものに

かぎる。ただし東京都区内ならびに同一市内の 2 駅を第 l 着駅

および第 2 着駅とするものは取扱わない。 (2) 第 1 着駅と第 2

着駅間のキロ 程は 250 km 以内とする 。 (3) 第 l 着駅において

専用級入りとなるものは取扱わない。

3 荷送人 2 口の貨物の荷送人は，同一であること。

4 運賃計算トン数 貨物の笑重盆によるが 1 口ごとに最低

を 6 t (1 方が 10 t 以上のときは他方は 5 t) とする 。 Cm:森直結j)

い っ し 々へいきんせきさいト ンす う 1 :車平均積載 ト ン数

全国またはある地域について ， 貨物発送トン数を使用車で除

したトン数。したがって大形貨車の使用が多い場合は，平均僚

íIiItトン数は高くなり，反対に小形貨車が多くなればその ト ン数

は低くなる。しかし貨物発送トン数は運賃計算ト γ数を計 上し

ているので， I!ï径の制合のみでなく ，積載量または君主紋方のい

かんによっても 1 車平均積載ト ン数に影響する。

l 車平均自主i依ト ン数の変化を年間を通じて見ると 10-12月の

繁忙期lには高 く なる傾向があり， 6-8 月の閑散期jには低下する。

また長期間についてみると，原材料の多く輸送される戦時には

一般にいちじるしく高上し，平時には低下するのが巡例である。

地獄的には石炭車(セキ)長物事(チキ)等の大形貨準を使用す

ることが比較的多い北海道がもっとも高い。 (加藤礼三)

い っ せんあっかい 1 線扱 停車場で七り列車， T り列車の

活発線路がある場合，いずれか一方の線路のみを指定して上 F

列車を扱うことをいう。

通常，停車場では上り列車の進入する線路と下り列車の進入

する線路とを区別しているが，列車の行進をしない停車場では，

上り列車でも下り列車でも ， 別段進入する線路を上り ， 下り

別々にしなくても支障がないので，このようなところは 1 本の

線路を上下列車の着発に使用し l 線扱としているものがある。

(三和連忠)

いっ たんていしひょう 一旦停止標 車両の一旦停止を必要

とする館所に設ける。車両入j央，唆自民al与の入出庫等で，操車掛

または誘導餅が常に進路の構成を信号掛と打合わせをする箇所

とか ， 誘導者が交代する箇所とかまたは前方の車止までの距離

が短くなっている箆所に設け， この傑の外方に入換車両を必ず

一息停止させるために設けるもので

ある。(三和逮忠)

いづっ 井筒 橋台，橋l同!などの基

礎工の l つ。短(く )形，丸形または

精(だ)円形， 地下に埋込む内空柱状

で， ちょうど井戸枠(わく)のような

もので， ウエノレ (we ll ) ともいう 。

井筒は古くはれんが造であったが，

最近のものはコン ク リー トまたは鉄

筋コンクリートでできており ， 形は

上記のものが多いがそのほかにも小

判形，矩形の四隅を落したような八

角形など各鐙ある。 一旦停 止問

1.井 lBiの 設計斤l途は橋台， 橋脚

基礎として用いられ

る場合がいちばん多

いが，そのほか岸壁，

護岸擁壁，高層建築

物など，重要建造物

の基礎に多く用いら

れる。

l 設計図ー1

は橋脚にm~、られた

鉄筋コンクリート円

形井筒の一例である

が， 最下端には沈下

してし、く場合に地盤

を切開いていく刃口

がある。刃口は図ー1

のように沈下の抵抗

を少なくするために

と ， 支持団績を桶大

するために多少外へ

開かせる場合が多い。

中には闘いていない

ものもある。また沈

下してし、〈途中の地

質が砂利庖であると

か， 玉石が出るとか，

あるいはそのような

理由によ っ て発磁を

用いなければならな

いようなところには，

刃口の保護の意味で

鉄沓(てつくっ)をは

かせたものもある。
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いずれにしても沈 Fの抵抗も大きく ， 沈下中何が出てくるかも

事前には， はっきり予惣されないので，発破をかける必要のあ

ることも予想して鉄筋の配置も刃口部分には密にしている。さ

らにその上部の躯休部分については， 上部からの垂直ならびに

水平荷重 と 土庄，7k圧，浮力，地震力などを考慮して設計計算

を行うが，小断面のものでは計算上鉄筋の必要ないことが多い

が， 用心のため少量配筋したものもある。無筋のものもかなり

あるが，掘削沈下中の施工上の不自iJから 2 次的応力を生じ亀裂

(きれつ)を生じた例もあるので，地質によっては少量鉄筋を入

れた方が安全である。壁厚は 60-80cm である。図-1 の例は上
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